



COVID-19パンデミックによる家族面会制限がもたらした家族看護実践の影響－家族看護実践コンピテンシー尺度を活用した実態調査―




· この調査は、家族看護実践の向上に資することを目的として行っておりますので、ご協力よろしくお願いいたします。なお、すべての情報は個人を特定されるものではなく、回答は統計的に処理されますので、個人がどのような回答をしたのかを問題にすることは一切ございません。ありのままをお答えいただきますようお願い申し上げます。

· アンケートの設問は、記入式と選択式になっております。アンケートの記入には、15分程度を要します。

· 研究の性質上、記入漏れがありますと、せっかく回答いただいたにもかかわらず、　無効回答となります。記入漏れのないようにお願いいたします。













本調査に関しまして、お問い合わせは以下までお願いいたします。
　
研究責任者　　　　　　　　　　　　
兵庫県立大学看護学部　　　講師　築田誠
連絡先　　078-925-9419　　　makoto_tsukuda@cnas.u-hyogo.c.jp
I. ご自身についてお伺いします。
該当箇所に✓、もしくは（　　）へ記入をお願いします。

· 性別
1　女性　　2　男性　　3　その他　　4　回答しない
· 年齢
（　　　　　）歳
· 最終学歴
1　衛生看護（5年一貫）　　2　専門学校　　3　短期大学　　
4　大学　　5　大学院（修士）　6　大学院（博士）　
7　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
· 資格（複数回答可）
1　准看護師　　2　看護師　　3　助産師　
4　認定看護師（分野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　
5　専門看護師（分野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
6　診療看護師（特定区分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
7　医療メディエーター
· 看護職者としての実務経験
（　　　　　）年目
· 現在の所属（最も近いものを1つ選んでください）
1　外科病棟　　2　内科病棟　　3　ICU/救急病棟
4　小児病棟　　5　周産期病棟　6　精神科病棟	□　一般外来
7　救急外来　　8　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
· 現在の職位について（最も近いものを1つ選んでください）
1　一般スタッフ　　2　副師長（師長補佐）　　3　主任
4　師長　　5　その他（　　　　　　　　　　）
· 普段、家族看護について、どのような方法から学んでいますか？
（複数回答可）
1　日々の看護実践（OJT）　　
2　先輩やロールモデルとなるスタッフからの指導
3　スタッフ同士でのカンファレンス
4　スタッフ同士での勉強会
5　院内での研修や講習会
6　院外での研修や講習会
7　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
II. [bookmark: _Hlk147999444]あなたの家族への看護についてお聞きします。

看護師としてのあなたの家族看護実践能力についてお伺いします。看護師としてのあなたの現在の行動を振り返り、自身の看護実践の中でどの程度できていると思いますか？最も当てはまる番号に〇をつけてください。
情報収集→アセスメント→計画→実施→評価の家族看護過程に沿ってお答え下さい。
	[bookmark: _Hlk141366777][bookmark: _Hlk141437360][bookmark: _Hlk141367458]1）家族の情報収集について
	全くできていない
	僅かにできている
	幾らかできている
	まぁまぁできている
	ほとんどできている
	できている
	よくできている

	1「気になる家族」に気づくことができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	2家族のプライバシーに配慮して情報収集をすることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	3家族ができるだけ自由に話せるように意識することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	4家族の体験を無理強いすることなく引き出すことができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	5複数の家族員から家族の情報を得ることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	6非言語的コミュニケーションを家族の情報として捉えることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	7あらゆる場面で家族の情報をキャッチできるように注意を払うことができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	8家族のこれまでの生活のあり様（家族の生活史）を把握することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	9家族構成を把握する（家系図を描く）ことができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	10家族員それぞれの健康状態を把握することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	11家族の住居環境を把握することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	12家族が抱える困難を把握することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	[bookmark: _Hlk141367145]13親戚，学校，職場，近隣などの家族の人的ネットワークを把握することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	14家族員それぞれの役割を把握することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	15家族が抱いている希望を把握することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	16家族が期待している支援を把握することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	全くできていない
	僅かにできている
	幾らかできている
	まぁまぁできている
	ほとんどできている
	できている
	よくできている

	17家族が利用している社会資源を把握することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	18家族が家族員の病気や障害をどのように捉えているかを把握することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	19家族の情緒的反応を把握することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	20家族員が病気になることによる家族の体験を理解することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	21家族の情報をチームで共有することができる
（チームとは，家族支援に係る専門職集団とする）
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	


2）家族のアセスメントについて
	
	
	
	
	
	
	

	1家族を1つの単位としてアセスメントすることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	2家族員の健康問題や治療，療養が家族全体に与える影響についてアセスメントすることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	3家族全体の力をアセスメントすることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	4サブシステム（夫婦，親子，きょうだい）をアセスメントすることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	5家族の課題／問題を分析し，家族のニーズを特定することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	6家族の強みと弱みをアセスメントすることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	7家族の全体像をアセスメントすることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	8家族をアセスメントした結果をチームで共有することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	9家族の発達段階についてアセスメントすることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	10家族のストレス源についてアセスメントすることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7



	3）家族への看護計画について
	全くできていない
	僅かにできている
	幾らかできている
	まぁまぁできている
	ほとんどできている
	できている
	よくできている

	1家族の問題解決能力の向上を目指すことができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	2家族の今後の生活に対する意向と，看護師の判断をあわせて目標を決定できる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	3家族の生活が尊重された計画を立てることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	4チームで家族看護計画を共有することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	5家族の全体像を踏まえた支援の優先順位をつけることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	6先の見通しをもって予防的な対策を立てることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7



	4）家族への支援について
	
	
	
	
	
	
	

	1家族を1つの単位として支援することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	2家族と良好なコミュニケーションをとることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	3家族への問いかけ（質問）自体が支援になることを理解し，関わることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	4多職種で連携して家族支援をすることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	5家族の思いの表出を促すことができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	6家族の不安な気持ちを受け止めることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	7家族の苦労をねぎらうことができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	8家族を脅かさず，粘り強く働きかけることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	家族資源を活用することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	9家族内コミュニュケーションを促すことができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	10家族を気づかうことができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	11家族の役割に注目して支援することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	12家族の意思決定に注目して支援することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	13家族資源に注目して支援することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	14家族の対処行動に注目して支援することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	15家族員間のコミュニケーションに注目して支援することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7






	[bookmark: _Hlk147998622]
	全くできていない
	僅かにできている
	幾らかできている
	まぁまぁできている
	ほとんどできている
	できている
	よくできている

	16家族の強みに注目して支援することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	17家族員同士の相互理解に注目して支援することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	
	
	
	
	
	
	
	

	
5）家族支援への評価について
	
	
	
	
	
	
	

	1家族に生じた変化を捉えることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	2家族支援の目標が達成されたのかを評価できる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	3家族支援の目標が達成されたのかをチームで評価できる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	4実践した家族支援を客観的に示すことができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	5実践した家族支援について振り返ることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	6評価結果をもとに，家族支援計画を修正・変更することができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

















III. [bookmark: _Hlk148001123]あなたの家族看護へのお考えについてお聞きします。

コロナパンデミックの約3年間は家族面会が制限されていましたが、徐々にその制限が緩和され、家族面会が再開され始めています。現状に関して、あなたが考える患者の家族との関わりについて最も当てはまる番号に〇をつけてください。



	
	全くそう思わない
	そう思わない
	あまりそう思わない
	ややそう思う
	そう思う
	非常にそう思う

	1家族の存在は私の負担を軽減してくれる
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	[bookmark: _Hlk148000385]2家族の存在は私に安心感を与えてくれる
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	3家族の存在は看護師にとって要である
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	4家族には患者のケアに積極的に参加してもらうべきである
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	5家族との良好な関係は、私の仕事のやりがいにつながる
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	6家族と関わることで、自分が役に立っているという実感が持てる
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	7家族から多くの有益な知識を得ることができ、自分の仕事に役立てることができる
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	8家族の患者への面会は、家族にとっても重要だ。
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	9家族と過ごす時間は重要である
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	[bookmark: _Hlk148001064]10家族面会が再開になってよかった
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	11家族の面会は必要ない
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	12患者にとって家族の面会は重要だ
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	13家族の患者への面会は、家族にとっても重要だ
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	14家族がいると自分が見られている様な気がする
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	15家族が面会に来るとストレスを感じる
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	16家族が面会に来ると私の仕事の妨げになる
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	17家族と関わる時間がない
	1
	2
	3
	4
	5
	6


IV. 家族の面会が制限された（されている）ことによって、　　　　　　影響を受けた（受けている）と思う項目を3つ選んで、□に✓を入れてください。
1　患者家族の情報収集
2　患者家族のアセスメント
3　家族への支援計画
4　家族への支援（家族看護実践）
5　家族支援の評価
6　家族と関わるためのタイムマネジメント
7　家族への関わりを後輩へ指導する
8　家族への関わるための自分のスキルや能力



9その他　家族への支援に関して、感じておられることを自由に記載してください

　　	












アンケートは以上です。
お手数ですが、記入漏れがないように再度ご確認ください。

ご協力ありがとうございました。



